
を実証するためには、いかなるェヴィデシスがさらに必要であろうか．

2 通知減業所得の明大と地代発生との，見，wについて
｜山j:ft間の閃巣関係が必ずしも明確でない。通知県外所得lま、はたして水仕｜に対

する需裂を大きくするであろうか．その場合．水山｜偶人の7需要と小作)f；望者のW1h11の
1,l,j;jを考えねばならないのか．

3 1世代発生と小作地のF前提と供給

j由主・小作｜見l係が成立するためには．土地を貸したいという人と‘借りたいと
いう人とがJ~ にいなくてはならない• D Dで土地を借りたい人が増えたのは、人IJ11'} 

のためと一応考えられる（人rtl目は、 Fl然lr'fと移山人仁lの低ドとによって決まる）．
－・；｝.伏したい人が増えたのは、小作料目当ての削業的地主の発生のせいではなく．

i県外収入（必ずしも在HJ.是外収入だけではなく）の機会明大と考えられる．その場
介、 i県外収入が非常に安定しておれば‘あるいは．迫隔地への半永久的移住を伴なう
のであれば、農地を先1~1 こそすれ、地主化することはないかも知れない．しかし‘ D

Dでは、民外収入が安定的でなく．かつ、花小！のl匙外収入が可能であるために代しop
がl円えたと！ιわれる．

4 稲作・畑作の控

以上の 1, 2 , 3の論点は．すべて稲作を考えた場合である.:till作の場合に

は．リカー F＇のJ'I！論lま‘ほぽ適川されると思われる．すなはち、釧境肱大によるDD 

l民地の相対的有利化．経m距維の知鮪の効県などである．

5 リカー F'111［論の限界

余票1J生庄を伴なわないI世代の発生．農外収入の増大によるj世代の発生lま．リ

カード．が考えてもみなかったことではなかろうか• D Dにおける地代の発生をりカー

ドj盟論の枠外で説明lせねぽならないと！品われる．であるとするならぽ‘水野時代にj世
代がなかったことも． リカード J!IT 論にない iJ~設で説明することを考えてもよさそうに

思われる．

《 1 5 - 3 ≫ .!IX Jrl：五在理JJ司云ラごノレ（』σ〉ニJ=-.JJ~トり

収lil:変動のシュミレーション・モデルを作成することが農学ElのこれからのイI:
・hの.m嬰な中心的テーマであり‘また．それが実現できれぽ、社会・経桝的データと
の総合にも大きく汽献しうるであろうことは、すでに何度か指摘されている．

このようなモデルの柑〈初歩的な最初jの試みとして、 31,q日！の盟凶を地形IK分
別に降雨と｜刻迎させて考えてみた．
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

降雨

水1前低tilLIi 

雨1

i:11枚仕｜

l印私tLU 

Mifm 

キャサノ〈 ι

，．
4且咋

．日引串叩
．． 
且
唱
， H v～ 

H v’j市首ー

,,1~2 附3 ド，守4雨5悶8洪水
I • I I I I・
｜守 I ! I J, 
I p 1 , 1 1 Hd-Hv 

, (K. Va iλレ I I I 
'JI rp -t斗ゴHd-Hv
iViィt(K.Klanf) I 
(K. C. Ha!l. i) I 

時--f'.Hd-Hv
(K.Dou) I 

(K.C.Daieng) 

"' J冊毛fi Hdー Hv

Tp；凹M. lid；出掛！ . II V ；！収穫

f"FWJ. 1W，純、 I由形区分との関係を上闘のように一般化できるとすれぽ‘降雨と作況
との｜見l係l士、伏のように説明できる．

2 5 2 4年 長N6と供水なし・” ほとんど作付でき、高位回皐魅．低 ‘中位回

良収

2 5 2 51，三 附4、5、6なし． 司低位回のみ植付、供水あり ー冠水司

~！！O収
2 5 2 51，三 m 1なし司 キャサパ村i死時オカボ鉱大

iiiイ2なし 崎 市代遅れ、凶植遅れ

その後の雨II問調 時 すべて作付可能

洪水なし 同 大豊作、収穫の遅滞

1 3 


